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03 02令和4年5月1日 第179号みなみちた議会だより

子育て支援 がいっぱい子育て支援 がいっぱい子育て支援 がいっぱい

第７次総合計画に基づき、将来イメージである
「絆・選ばれる理由があるまち」の実現に向けた

重点施策 １重点施策 2 子育て支援と教育の充実

主な新規事業

産業の活性化と雇用の確保

定住支援

当初予算令和４年度

おうちで子育て応援金事業　
３２8万円

保育所等に入所していない０～２歳児を在宅
で育児する世帯への応援金。

子ども公共交通費無償化事業
６９4万円

小中学生へ町内のバス及び船舶料金の無償化。

入学お祝い金事業　
４５９万円

令和４年度入学の児童・生徒の保護者にお祝い金。

目の屈折検査機器導入
12万円

３歳児健診で目の屈折検査の実施。

ファミリー・サポート・センター事業
２３５万円

子育ての援助をするファミリー・サポート・センター
を開設。

地産地消ですすめる食育推進事業　
５１２万円

児童生徒に郷土に誇りを持たせるための食
育の一環として、地元食材を提供。

観光振興補助金
２，７６３万円

観光協会が行う事業に対し補助金を交付。

水産業強化対策整備事業補助金
　２億８，８１２万円

篠島漁業協同組合が実施する製氷施設整備
に補助金（国・県補助金）を交付。

アプリを使った選ばれるまちづくり
プロジェクト

７６９万円
情報提供アプリを使用し、各地域のまちづく
り活動に対して支援。

南知多町福祉敬老フェア
１６７万円

富士ヶ峰神社避難所に多目的トイレを新設。

富士ヶ峰神社避難所トイレ整備事業 ８２５万円

消防詰所・車庫等の消防施設の維持管理。

篠島消防団堂山車庫建替事業 ７１５万円

従来の敬老まつりから南知多町福祉敬老フェ
アとして実施。

３つの重点施策

重点施策 3
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自
主
財
源

依
存
財
源

民生費
２２億１，５４１万円
（３０．４％）

民生費
２２億１，５４１万円
（３０．４％）

総務費
１２億７，１３２万円
（１７．５％）

総務費
１２億７，１３２万円
（１７．５％）

町税
２０億９，６６６万円
（２８．８％）

町税
２０億９，６６６万円
（２８．８％）

寄附金　２億１２１万円（２．８％）

諸収入　１億９，５５６万円（２．７％）

繰入金　１億６５4万円（１．4％）

その他（分担金、繰越金等）
１億５，５９8万円（２．2％）

地方交付税
２３億９０００万円
（３２．８％）

地方交付税
２３億９０００万円
（３２．８％）

県支出金
８億１８９万円
（１１．０％）

県支出金
８億１８９万円
（１１．０％）

国庫支出金
４億７，７９４万円
（６．６％）

国庫支出金
４億７，７９４万円
（６．６％）

地方消費税交付金
４億４，７６０万円（６．１％）

町債　２億５，８８４万円（３．６％）
地方譲与金　８，２００万円（１．１％）

その他（利子割交付金等）
６，９７８万円（０．９％）

衛生費
８億７，８５８万円
（１２．１％）

衛生費
８億７，８５８万円
（１２．１％）

教育費
６億９，２３２万円
（９．５％）

教育費
６億９，２３２万円
（９．５％）

公債費
６億８，４９８万円
（９．４％）

公債費
６億８，４９８万円
（９．４％）

農林水産費
６億９１１万円
（８．４％）

農林水産費
６億９１１万円
（８．４％）

消防費　４億７，４９３万円（６．５％）

土木費　２億１，０９９万円（２．９％）

商工費　１億３，９５２万円（１．９％） 議会費　８，０７０万円（１．１％）

その他　２，６１４万円（０．3％）

高齢者・障がい者福
祉や保育所、児童手
当などにかかるお金

税金の賦課徴収、戸籍
や住民登録、防災、交通
安全などにかかるお金

町民税、固定資産税な
ど町民の皆さんから納
められた税金

小中学校の維持管
理やスポーツ推進
などにかかるお金

町債として借りた
お金の返済など

行政の格差をなくすた
め、国が交付するお金

（使うお金）
歳出

（入るお金）
歳入

一般会計 　７２億８,４００万円 
３月定例会審議結果

04令和4年5月1日 第179号

７２億８，４００万円
２８億３，３００万円
３億　８３０万円
１９億９，３００万円

９，９１7万円
９，４４2万円

９億６，２２４万円

一般会計
　　　　　国民健康保険
　　　　　後期高齢者医療
特別会計　介護保険
　　　　　漁業集落排水事業
　　　　　師崎港駐車場事業
水道事業会計

会計区分 予算額

05 みなみちた議会だより

３月定例議会は３月４日から１4日間の会期で開催し、令和４年度一般会計予算始め
議案２４件、発議１件、請願1件を審議しました。採決の結果は、以下のとおりです。
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05 みなみちた議会だより

３月定例議会は３月４日から１4日間の会期で開催し、令和４年度一般会計予算始め
議案２４件、発議１件、請願1件を審議しました。採決の結果は、以下のとおりです。

件　　名 結果
石
黒
充
明

榎
戸
陵
友

吉
原
一
治

藤
井
満
久

服
部
光
男

内
田
　
保

小
嶋
完
作

片
山
陽
市

鈴
木
浩
二

山
本
優
作

森
　
宏
子

令
和
４
年
度
予
算

一般会計 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

国民健康保険特別会計 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ×

後期高齢者医療特別会計 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

介護保険特別会計 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ×

漁業集落排水事業特別会計 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

師崎港駐車場事業特別会計 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

水道事業会計 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令
和
３
年
度
補
正
予
算

専決予算の承認を求めることについて 
（令和３年度一般会計補正予算（第11号）） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決予算の承認を求めることについて →P6
（令和３年度一般会計補正予算（第12号）） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般会計（第１３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

国民健康保険特別会計（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

後期高齢者医療特別会計（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

介護保険特別会計（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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新型コロナウイルス感染症対策支援一覧（抜粋）新型コロナウイルス感染症対策支援一覧（抜粋）

可決日

3月 4日
一般会計補正予算
(第 12 号 )

事業名

南知多町子育て支援臨時特別給付金事業

事業費（千円）

10,008 

件　　名 結果
石
黒
充
明

榎
戸
陵
友

吉
原
一
治

藤
井
満
久

服
部
光
男

内
田
　
保

小
嶋
完
作

片
山
陽
市

鈴
木
浩
二

山
本
優
作

森
　
宏
子

条
　
例

南知多町職員の給与に関する条例の一部を
改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

南知多町職員の育児休業等に関する条例の
一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町個人情報保護条例の一部を改正す
る条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

南知多町消防団員等公務災害補償条例の一
部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町道路占用料条例等の一部を改正す
る条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町特別職の職員で非常勤のものの報
酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正
する条例について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町生きがい活動支援センターの設置
及び管理に関する条例を廃止する条例につい
て

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

そ
の
他

公の施設の指定管理者の指定について（日間
賀島渡船ターミナル） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

愛知県市町村職員退職手当組合を組織する
地方公共団体の数の減少及び規約の変更に
ついて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教育長の任命同意について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

辺地総合整備計画の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請
願

「核兵器禁止条約締約国会議へのオブザー
バー参加を日本政府に求める意見書」の採択
を求める請願

不採択 × × × × × ○ × × × × ×

発
議 ロシアによるウクライナ侵略に抗議する決議 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※　○は賛成、×は反対。議長（石垣菊蔵）は採決に加わらない。
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新型コロナウイルス感染症対策支援一覧（抜粋）新型コロナウイルス感染症対策支援一覧（抜粋）

可決日

3月 4日
一般会計補正予算
(第 12 号 )

事業名

南知多町子育て支援臨時特別給付金事業

事業費（千円）

10,008 

 

文
教
厚
生
委
員
会   
３
月
９
日

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算

行
旅
死
亡
人
取
扱
手
数
料
は
何
人

分
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

一
人
分
で
あ
る
。

障
が
い
児
（
者
）
通
園
通
学
費
扶

助
の
対
象
と
な
る
交
通
機
関
は
何
か
。

ま
た
予
定
人
数
は
。

バ
ス
、
船
、
自
家
用
車
が
対
象
で

１８
人
で
あ
る
。

子
ど
も
医
療
給
付
費
の
減
額
理
由

は
何
か
。

子
ど
も
の
減
少
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。

健
診
用
海
っ
子
バ
ス
乗
車
券
の
内

容
は
何
か
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
集
団

健
診
の
受
診
者
へ
バ
ス
乗
車
券
を
配
布

す
る
も
の
で
あ
る
。

新
規
事
業
で
あ
る
福
祉
敬
老
フ
ェ

ア
の
具
体
的
な
内
容
は
何
か
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
の
Ｐ
Ｒ

ブ
ー
ス
の
設
置
、
高
齢
者
の
趣
味
や
特

技
を
活
か
し
た
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
、

表
彰
等
を
行
う
式
典
の
開
催
、
集
客
の

た
め
の
企
業
イ
ベ
ン
ト
等
を
予
定
し
て

い
る
。シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
運
営
費

補
助
金
は
、
事
務
局
の
人
件
費
を
計
上

し
て
い
る
の
か
。

人
件
費
以
外
に
運
営
費
も
対
象
で

あ
る
。保

育
所
一
般
管
理
費
の
観
劇
等
謝

礼
と
は
何
か
。

各
保
育
所
で
園
児
が
観
劇
す
る
人

形
劇
等
の
費
用
に
対
し
て
支
払
う
も
の

で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
業
費
は
、
３
回
目
の
追
加
接
種

の
も
の
か
。

３
回
目
の
追
加
接
種
及
び
小
児
接

種
の
も
の
で
あ
る
。

知
多
南
部
広
域
環
境
セ
ン
タ
ー
ご

み
運
搬
費
補
助
金
が
増
額
と
な
っ
て
い

る
理
由
は
何
か
。

令
和
３
年
度
は
試
運
転
期
間
中
の

た
め
１
月
か
ら
３
月
の
３
か
月
間
で
、

令
和
４
年
度
に
つ
い
て
は
１２
か
月
間
で

あ
る
。合

併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
費
補

助
金
に
つ
い
て
、
目
標
は
何
世
帯
か
。

令
和
３
年
度
か
ら
の
５
か
年
計
画

で
年
間
６３
世
帯
で
あ
る
。

新
校
舎
建
設
基
本
構
想
作
成
委
託

に
お
い
て
、
住
民
の
意
見
を
反
映
す
る

機
会
が
あ
る
か
。

委
託
事
業
の
中
で
、
統
合
中
学
校

の
在
り
方
や
新
校
舎
の
配
置
計
画
な
ど

を
話
し
合
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
予
定

し
て
い
る
。

友
好
町
村
等
児
童
生
徒
交
流
事
業

記
念
品
は
、
な
く
な
っ
た
の
か
。

内
容
が
、
観
光
的
な
も
の
を
持
ち

合
わ
せ
て
い
る
た
め
、
今
後
は
産
業
振

興
課
よ
り
提
供
を
受
け
、
事
業
を
継
続

し
て
い
く
。

小
中
学
校
の
部
活
動
に
対
す
る
指

導
者
派
遣
な
ど
に
つ
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
な
ど
と
具
体
的
な
話
し
合
い

が
行
わ
れ
て
い
る
か
。

具
体
的
な
話
し
合
い
は
な
い
が
、

今
後
は
学
校
教
育
課
と
連
携
し
、
ど
の

よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
が
対
応
で
き
る
か
な

ど
関
係
者
か
ら
話
を
聞
い
て
い
く
。

山
海
ふ
れ
あ
い
会
館
の
資
料
整
理

に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
計
画
で

進
め
る
予
定
か
。
ま
た
、
整
理
作
業
に

委
員
会
審
査
報
告

▲知多南部広域環境センター
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お
い
て
人
員
を
増
や
す
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
か
。

来
年
度
に
つ
い
て
は
、
漁
具
と
考

古
資
料
を
中
心
に
、
可
能
な
人
数
で
整

理
を
進
め
て
い
く
。　

学
校
給
食
運
営
費
の
会
計
年
度
任

用
職
員
報
酬
が
減
額
し
た
理
由
は
何

か
。

内
訳
と
し
て
短
時
間
の
調
理
員
が

１
名
増
員
し
、
給
食
配
膳
員
が
１
名
減

員
し
た
た
め
で
あ
る
。

令
和
４
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

令
和
４
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算

会
計
予
算

レ
セ
プ
ト
点
検
業
務
委
託
料
は
ど

こ
に
委
託
し
て
い
る
の
か
。　

愛
知
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合

会
で
あ
る
。

脳
ド
ッ
ク
や
人
間
ド
ッ
ク
委
託
料

に
つ
い
て
、
希
望
者
は
全
員
受
診
で
き

る
予
算
額
と
な
っ
て
い
る
か
。

脳
ド
ッ
ク
委
託
料
は
１
５
０
人
、

人
間
ド
ッ
ク
委
託
料
は
２
３
０
人
を
計

上
し
、
例
年
の
実
績
か
ら
希
望
者
全
員

が
受
診
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。

令
和
４
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

令
和
４
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算

特
別
会
計
予
算

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付

金
が
増
え
て
い
る
が
、
要
因
は
何
か
。

保
険
料
の
均
等
割
が
上
が
る
た
め

で
あ
る
。

令
和
４
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計

令
和
４
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計

予
算
予
算認

知
症
地
域
支
援
・
ケ
ア
向
上
事

業
で
予
定
し
て
い
る
拡
充
事
業
は
あ
る

か
。

令
和
４
年
２
月
に
開
催
し
た
認
知

症
介
護
家
族
交
流
会
を
定
期
開
催
し
て

い
く
。

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
（
第
１３１３
号
）
号
）

学
校
保
健
特
別
対
策
事
業
費
補
助

金
が
９
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
理
由

は
何
か
。

大
井
小
学
校
を
除
い
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

学
校
保
健
特
別
対
策
事
業
費
補
助

金
で
何
を
購
入
す
る
予
定
か
。

消
毒
液
な
ど
消
耗
品
の
他
に
、
冬

季
換
気
対
策
用
暖
房
備
品
な
ど
を
予
定

し
て
い
る
。

令
和
３
年
度
国
民
健
康
保
険

令
和
３
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
、
収
入
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る

方
の
国
民
健
康
保
険
税
減
免
は
何
件

か
。

令
和
３
年
１２
月
末
現
在
で
２
８
４

件
で
あ
る
。

令
和
３
年
度
後
期
高
齢
者
特
別

令
和
３
年
度
後
期
高
齢
者
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

基
盤
安
定
負
担
金
の
確
定
に
伴
う

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金
の

補
正
は
、
年
何
回
行
う
の
か
。

年
１
回
行
っ
て
い
る
。

令
和
３
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計

令
和
３
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

補
正
予
算
（
第
３
号
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
介
護
保
険
料
の
減
免
を

何
人
見
込
ん
で
い
る
か
。

２
１
９
名
で
あ
る
。

南
知
多
町
生
き
が
い
活
動
支
援

南
知
多
町
生
き
が
い
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に

セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

に
つ
い
て

に
つ
い
て

廃
止
の
理
由
に
あ
る
「
よ
り
良
質

か
つ
適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
提

供
」
と
は
ど
う
い
っ
た
も
の
か
。
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介
護
保
険
法
で
定
め
る
国
の
基
準

を
満
た
し
た
事
業
者
が
運
営
し
、
サ
ー

ビ
ス
提
供
日
数
や
時
間
等
も
増
加
す
る

こ
と
で
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能
と
な
る
。

民
間
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
事

業
所
名
及
び
運
営
主
体
は
ど
こ
か
。

篠
島
は
平
成
２６
年
９
月
に
開
設
さ

れ
た
「
篠
島
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
よ
つ
葉
勝

宝
丸
」
で
運
営
主
体
は
内
海
所
在
の
有

限
会
社
米
澤
福
祉
会
、
日
間
賀
島
は
令

和
３
年
９
月
に
開
設
さ
れ
た
「
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
夢
の
楽
園　

日
間
賀
島
店
」

で
、
運
営
主
体
は
常
滑
市
所
在
の
株
式

会
社
Ｋ
Ｋ
Ｒ
Ｅ
で
あ
る
。

総
務
建
設
委
員
会   

３
月
１１
日

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算

商
工
会
等
の
街
路
灯
に
つ
い
て
、

区
別
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

事
業
所
を
示
す
屋
号
な
ど
の
下
段

に
各
商
工
会
の
名
称
が
記
載
さ
れ
て
い

る
の
で
、
そ
れ
で
区
別
で
き
る
。

放
置
さ
れ
劣
化
し
て
い
る
街
路
灯

の
撤
去
費
に
つ
い
て
は
補
助
対
象
と
な

ら
な
い
か
。

撤
去
に
対
す
る
補
助
は
行
っ
て
い

な
い
が
、
必
要
に
応
じ
て
今
後
検
討
す

る
。

広
報
紙
の
印
刷
製
本
費
に
つ
い

て
、
デ
ー
タ
配
信
等
に
よ
り
費
用
削
減

を
考
え
て
い
る
か
。

現
在
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、

広
報
配
信
ア
プ
リ
「
マ
チ
イ
ロ
」
な
ど

で
デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
情
報
発
信
を
行
っ

て
い
る
が
、
今
後
も
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進

の
中
で
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
、
何
基
の
新
設

を
予
定
し
て
い
る
か
。

４
基
を
予
定
し
て
い
る
。

新
規
の
子
ど
も
公
共
交
通
費
無
償

化
事
業
委
託
料
６
９
０
万
円
の
内
訳
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、

翌
年
度
以
降
の
事
業
継
続
の
判
断
時
期

は
い
つ
か
。

内
訳
は
船
舶
運
航
事
業
者
で

６
０
０
万
円
、
バ
ス
運
行
２
事
業
者
で

９０
万
円
で
あ
る
。
ま
た
、
乗
車
・
乗
船

回
数
に
よ
り
１１
月
ま
で
に
翌
年
度
の
事

業
継
続
を
判
断
す
る
。

令
和
４
年
度
師
崎
港
駐
車
場
事
業

令
和
４
年
度
師
崎
港
駐
車
場
事
業

特
別
会
計
予
算

特
別
会
計
予
算

職
員
人
件
費
負
担
金
の
内
訳
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

職
員
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
一
般

会
計
予
算
に
お
い
て
支
出
し
て
い
る
た

め
、
職
員
給
与
費
相
当
額
と
し
て
師
崎

港
駐
車
場
事
業
特
別
会
計
か
ら
１
名
相

当
分
を
一
般
会
計
に
負
担
金
と
し
て
支

出
し
て
い
る
。

職
員
給
与
費
１
名
分
の
７
０
０
万

円
の
根
拠
は
何
か
。

共
済
費
等
を
含
め
た
職
員
の
人
件

費
総
額
を
、
職
員
数
で
割
っ
た
金
額
で

あ
る
。

令
和
４
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算

令
和
４
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算

電
気
や
ガ
ス
の
よ
う
に
ス
マ
ー
ト

メ
ー
タ
ー
の
設
置
は
検
討
し
て
い
る

か
。

既
存
の
メ
ー
タ
ー
に
専
用
機
械
を

取
り
付
け
る
こ
と
に
よ
り
利
用
可
能
だ

が
、
１
個
あ
た
り
数
万
円
の
費
用
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
費
用
対
効
果
な
ど
に

つ
い
て
検
討
中
で
あ
る
。

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
（
第
１３１３
号
）
号
）

有
機
農
業
実
施
計
画
策
定
業
務
委

託
料
の
契
約
は
ど
う
い
う
予
定
か
。

令
和
４
年
度
に
繰
り
越
し
て
、
公

募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
委
託
事
業

者
を
選
定
し
、
契
約
を
行
う
予
定
で
あ

る
。

委員会審査報告



人事 議員
発議一般質問

討論

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
抗
議
す
る
決
議

　２
月
24
日
に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ

の
軍
事
侵
略
は
、
明
ら
か
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主
権
及
び
領

土
の
一
体
性
を
侵
害
し
、
国
際
社
会
の
平
和
と
安
全
を
著

し
く
損
な
う
、
断
じ
て
容
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
暴
挙

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
力
を
背
景
と
し
て
一
方
的
に
現

状
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
軍
事
侵
略
は
、
国
際
法
の
重
大

な
違
反
で
あ
り
断
じ
て
容
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　さ
ら
に
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
攻
撃
や
核

兵
器
の
使
用
を
示
唆
す
る
行
い
に
対
し
て
も
、
厳
し
く
非

難
す
る
も
の
で
あ
る
。

　よ
っ
て
、
南
知
多
町
議
会
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
一
連
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
略
に
断
固
抗
議
す
る
と
と
も

に
、
軍
の
即
時
撤
収
、
国
際
法
の
順
守
を
強
く
求
め
る
。

　ま
た
、
政
府
に
お
い
て
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
在
留
邦
人
の

安
全
確
保
に
全
力
を
尽
く
す
と
と
も
に
、
国
際
社
会
と
連

携
し
、
制
裁
措
置
を
含
む
迅
速
か
つ
厳
格
な
対
応
を
行
う

よ
う
強
く
要
請
す
る
。

令
和
４
年
３
月
７
日
の
本
会
議
で
審
議
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

教育長に
高橋 篤氏が再任。任期は３年間

【議案第 18号】　　
令和４年度一般会計予算

４人の議員が町政について質問しました。

一般質問は、議員が町行政全般にわたり、
町長を始めとする執行機関に対して

行う質問のことです。

石黒 充明議員
第７次総合計画に基づいた予算である

　任期満了を迎える教育委員会教育長に、
高橋 篤氏（内海）を任命することが全会一
致で決まりました。
　高橋氏は、再任で任期は令和４年４月１
日から３年間です。

　歳入の要である町税は新型コロナウイル
スの影響による経済の低迷からの回復など
を見込み、今年度スタートした第７次総合
計画に基づき、「絆・選ばれる理由がある
まち」を目指すための重点政策に分配され
ている。

内田 保議員
無駄な補助金の支出は必要ない

　採算が取れないリニア中央新幹線既成同
盟会負担金支出。町長選挙の選挙公報を発
行しない予算。差し押さえ前提の滞納整理
機構への負担金の継続。正規職員を減らし、
同一労働同一賃金でない会計年度職員増
で、職員の長時間労働の常態化を作り出し
かねない予算。国が進める保育士の給与改
善予算も盛り込めない等の予算は認められ
ない。

南知多町議会と

南知多町長の連名で、

ロシア連邦、大統領駐日ロシア

連邦大使に抗議文を送付しました。

賛成

反対

片
山
　
陽
市
　
・
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　・
町
道
の
維
持
管
理
及
び
修
繕
に
つ
い
て

内
田
　
　
保
　
・
中
学
校
再
編
の
制
服
と
校
則
の
考
え
方
を
問
う

　
　
　
　
　
　・
太
陽
光
発
電
設
備
等
に
関
わ
る
条
例
の
制
定
に

　
　
　
　
　
　
　向
け
て

山
本
　
優
作
　
・
都
市
計
画
道
路
豊
丘
豊
浜
線
の

　
　
　
　
　
　
　危
険
性
に
つ
い
て

服
部
　
光
男
　
・
太
陽
光
発
電
事
業
に
対
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　今
後
に
つ
い
て
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領
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ない。
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カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
つ
い
て

鉄
筋
や
鉄
骨
な
ど
の
鉄
材
や
コ

ン
ク
リ
ー
ト
は
、
生
産
時
に
排
出
さ

れ
る
二
酸
化
炭
素
量
が
多
い
た
め
、

現
在
計
画
又
は
準
備
さ
れ
て
い
る
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
物
を
木
造
建

築
に
転
換
で
き
な
い
か
。

滝
本
総
務
部
長

　
総
合
管
理
計
画
の
基
本
方
針
に
お

い
て
示
し
て
あ
る
環
境
負
荷
の
低
減

を
踏
ま
え
て
、
補
助
金
等
の
活
用
や

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
低
減
を

勘
案
し
、
施
設
分
類
ご
と
の
個
別
施

設
計
画
に
お
い
て
、
具
体
的
に
検
討

す
る
。公

用
車
に
つ
い
て
二
酸
化
炭
素

を
排
出
し
な
い
電
気
自
動
車
や
燃
料

電
池
車
に
変
え
る
予
定
は
あ
る
か
。

滝
本
総
務
部
長

　
将
来
的
に
、
車
両
価
格
や
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
状
況
を
注
視
し
、
二
酸
化

炭
素
を
排
出
し
な
い
公
用
車
の
導
入

を
検
討
す
る
。

既
に
行
っ
て
い
る
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
対
す
る
取
組
は
何

か
。

大
岩
厚
生
部
長

　
令
和
３
年
度
に
第
５
次
南
知
多
町

庁
内
環
境
保
全
率
先
実
行
計
画
を
策

定
し
て
い
る
。
こ
の
計
画
に
基
づ
き

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
目
標

の
実
現
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
組

を
行
い
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進

を
図
る
。

町
道
の
維
持
管
理
及
び
補
修
に

つ
い
て傷

ん
だ
道
路
の
補
修
す
る
タ
イ

ミ
ン
グ
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

鈴
木
建
設
経
済
部
長

　

各
地
区
や
住
民
か
ら
の
情
報
提

供
、
職
員
に
よ
る
巡
視
な
ど
を
も
と

に
、
老
朽
化
の
著
し
い
個
所
に
つ
い

て
は
早
急
に
修
繕
工
事
を
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
、
重
要
度
の
高
い
主
要

道
54
路
線
に
つ
い
て
は
、
予
防
保
全

工
事
を
計
画
的
に
実
施
し
て
い
る
。

消
え
か
か
っ
た
セ
ン
タ
ー
ラ
イ

ン
や
外
側
線
、
ま
た
「
止
ま
れ
」
な

ど
の
路
面
標
示
は
補
修
す
る
の
か
。

鈴
木
建
設
経
済
部
長

　
剥
離
、
汚
れ
、
摩
耗
に
よ
る
不
鮮

明
部
分
の
有
無
や
夜
間
の
視
認
性
な

ど
は
、
公
的
な
基
準
が
な
い
が
、
交

通
量
の
多
い
幹
線
道
路
を
優
先
に
補

修
を
実
施
し
て
い
る
。「
止
ま
れ
」

や
横
断
歩
道
な
ど
交
通
規
制
に
係
る

路
面
標
示
に
つ
い
て
は
、
所
管
す
る

愛
知
県
公
安
委
員
会
に
補
修
依
頼
し

て
い
る
。

路
肩
に
た
ま
っ
た
土
砂
の
撤
去

や
草
刈
り
は
、
い
つ
行
う
の
か
。

鈴
木
建
設
経
済
部
長

　
交
通
量
の
多
い
幹
線
道
路
や
広
域

農
道
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
委
託
し
、
毎
年
９
月
ご
ろ
実
施
し

て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
道
路
は
予
算

内
で
の
実
施
や
各
地
区
の
協
力
に
よ

る
一
斉
清
掃
、
職
員
に
よ
る
草
刈
り

な
ど
を
実
施
し
、
道
路
環
境
の
維
持

に
努
め
て
い
る
。

Q

A

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
対
す
る
取
組
は
何
か

昨
年
度
に
庁
内
環
境
保
全
率
先
実
行
計
画
を
策
定

片
かた

山
やま

　陽
よう

市
いち

 議員

▲シルバー人材センターによる草刈り

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
は
？

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
と
吸
収

量
を
均
衡
さ
せ
る
こ
と

一般質問
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中
学
校
再
編
の
制
服
と
校
則
の

考
え
方
を
問
う

制
服
の
検
討
は
、
主
権
者
教
育

の
立
場
か
ら
、
各
中
学
校
で
生
徒
の

制
服
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
自

他
の
人
権
を
考
え
る
総
合
的
な
学
習

の
一
環
と
し
て
、
制
服
の
有
無
を
含

め
、
最
低
２
年
は
じ
っ
く
り
と
議
論

し
、
決
定
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
。
そ
れ
ま
で
は
、
４
校
そ

れ
ぞ
れ
の
制
服
を
利
用
す
る
こ
と
も

で
き
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

鈴
木
教
育
部
長

　
生
徒
が
自
分
の
こ
と
と
し
て
学
び

考
え
、
形
に
し
て
い
く
経
験
が
で
き

る
貴
重
な
機
会
と
考
え
て
い
る
。
４

中
学
校
か
ら
１
年
生
２
名
ず
つ
選
出

し
、
生
徒
準
備
委
員
会
を
組
織
し
て

い
る
。
令
和
４
年
度
に
は
新
１
年
生

も
加
わ
り
、
校
内
で
意
見
や
要
望
を

ま
と
め
、
大
人
の
検
討
委
員
会
や
再

編
委
員
会
に
対
し
て
伝
え
る
役
割
を

担
っ
て
い
た
だ
く
。
制
服
を
決
め
る

時
期
は
、
今
後
、
生
徒
の
意
見
な
ど

も
聞
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。
新

た
な
制
服
を
決
め
た
場
合
は
、
移
行

期
間
を
設
け
各
校
の
制
服
を
利
用
し

て
い
く
こ
と
な
ど
も
検
討
課
題
で
あ

る
。
篠
島
中
学
校
の
生
徒
に
も
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
学
校
は
、
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
（
セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
：
性
的
少
数
者
）
へ
の
配
慮

が
必
要
で
あ
る
。
制
服
も
男
女
を
問

わ
ず
、
生
徒
本
人
が
選
択
で
き
る
ブ

レ
ザ
ー
、
ス
ラ
ッ
ク
ス
、
ス
カ
ー
ト
、

キ
ュ
ロ
ッ
ト
等
の
デ
ザ
イ
ン
が
進
ん

で
き
て
い
る
。
本
町
で
も
考
え
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

鈴
木
教
育
部
長

　
セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
へ

の
理
解
と
配
慮
は
重
要
で
、
制
服
は

多
く
の
方
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
選
択

の
幅
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。今
後
、

生
徒
や
保
護
者
の
意
見
を
聞
い
て
、

検
討
部
会
、
再
編
委
員
会
で
検
討
し

て
い
く
。

各
地
域
の
制
服
等
の
業
者
や
保

護
者
へ
の
配
慮
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

鈴
木
教
育
部
長

　
ジ
ャ
ー
ジ
や
カ
バ
ン
等
も
含
め
衣

料
品
組
合
と
話
し
合
い
、
対
応
策
を

検
討
す
る
。
保
護
者
の
負
担
も
考
え

移
行
期
間
を
設
け
る
こ
と
な
ど
に
つ

て
も
配
慮
し
て
い
き
た
い
。

各
校
の
「
校
則
」
や
「
学
校
の

約
束
」
は
様
々
で
あ
る
。
当
面
は
無

理
に
統
一
せ
ず
、
時
間
を
か
け
て
決

め
れ
ば
い
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

ま
た
靴
下
の
色
で
は
白
の
み
が
４
校

あ
る
が
、
篠
島
中
学
校
の
３
色
か
ら

の
選
択
の
よ
う
に
、
自
由
選
択
が
望

ま
し
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

鈴
木
教
育
部
長

　
生
徒
使
用
品
は
保
護
者
の
負
担
が

大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
に
、
移
行
期

間
を
設
け
て
決
め
て
い
く
。
靴
下
は

３
色
の
選
択
の
原
案
を
考
え
、
生
徒

に
話
し
合
っ
て
も
ら
お
う
と
考
え
て

い
る
。
そ
の
他
の
校
則
も
今
後
、
生

徒
や
保
護
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

決
定
し
て
い
き
た
い
。

太
陽
光
発
電
設
備
等
に
関
わ
る

条
例
の
制
定
を

人
口
３
千
人
の
東
栄
町
の
条
例

は
乱
開
発
を
防
ぐ
条
例
と
し
て
優
れ

て
い
る
。
取
り
入
れ
て
い
く
考
え
は

あ
る
か
。

大
岩
厚
生
部
長

　
参
考
に
で
き
る
と
こ
ろ
は
参
考
に

し
た
い
。　

本
町
の
「
太
陽
光
発
電
設
備
条

例
」
や
「
景
観
条
例
」
を
な
る
べ
く

早
く
制
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、い
つ
ま
で
に
制
定
す
る
計
画
か
。

大
岩
厚
生
部
長

　
太
陽
光
発
電
設
備
条
例
は
、
議
会

よ
り
要
望
書
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

来
年
度
中
に
は
制
定
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
景
観
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
は
、
そ
の
前
提
と
な
る
景
観
計
画

策
定
委
託
料
を
令
和
４
年
度
予
算
に

計
上
し
て
い
る
。
計
画
の
策
定
は
２

か
年
を
見
込
ん
で
お
り
、
そ
の
後
条

例
の
制
定
を
予
定
し
て
い
る
。

Q

A

制
服
・
校
則
の
検
討
は
、
主
権
者
教
育
の
立
場
か
ら
生
徒
達
と
議
論
す
る
こ
と
が
必
要
で
は

今
後
、
生
徒
の
意
見
を
聞
き
つ
つ
検
討
し
て
い
く

内
うち

田
だ

　保
たもつ

 議員

一般質問
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都
市
計
画
道
路
豊
丘
豊
浜
線
の

危
険
性
に
つ
い
て

豊
丘
豊
浜
線
は
い
つ
開
通
す
る

見
込
み
か
。

鈴
木
建
設
経
済
部
長

　
愛
知
県
が
実
施
す
る
都
市
計
画
道

路
豊
丘
豊
浜
線
に
お
け
る
未
開
通
部

分
約
３
０
０
ｍ
の
街
路
整
備
工
事
に

つ
い
て
は
、
当
初
、
令
和
４
年
３
月

末
の
完
了
を
目
指
し
て
い
た
が
、
電

柱
の
移
設
工
事
な
ど
の
遅
れ
や
、
通

学
路
の
安
全
対
策
の
た
め
の
追
加
工

事
に
よ
り
、
工
事
期
間
を
２
か
月
程

度
延
長
し
、
道
路
の
開
通
も
６
月
頃

に
ず
れ
込
む
見
込
み
で
あ
る
。　

豊
浜
地
区
区
長
会
よ
り
、
豊
浜

豊
丘
線
と
豊
浜
小
学
校
通
学
路
と
の

交
差
点
に
信
号
機
設
置
に
関
す
る
要

望
書
を
町
へ
提
出
し
た
が
、
県
公
安

委
員
会
や
道
路
管
理
者
で
あ
る
愛
知

県
と
は
何
回
協
議
し
た
か
。
協
議
し

た
結
果
は
ど
の
よ
う
だ
っ
た
か
。

滝
本
総
務
部
長

　
地
元
区
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
町

長
か
ら
令
和
３
年
１１
月
１
日
付
け
で

半
田
警
察
署
長
あ
て
に
強
く
要
望
し

て
い
る
。
そ
の
後
、
１
月
２０
日
と
２

月
９
日
に
、
半
田
警
察
署
交
通
課
に

信
号
機
の
設
置
は
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
を
説
明
し
、
更
な
る
要
請
を
し
て

き
た
。
半
田
警
察
署
の
説
明
で
は
、

今
年
度
の
県
公
安
委
員
会
へ
の
要
望

案
件
と
し
て
挙
げ
て
い
く
。
ま
た
、

道
路
管
理
者
で
あ
る
愛
知
県
と
は
、

信
号
機
の
設
置
な
ど
に
つ
い
て
要
望

内
容
を
共
有
し
、
交
通
の
安
全
と
円

滑
化
を
図
っ
て
い
る
。

豊
丘
豊
浜
線
と
通
学
路
と
の
交

差
点
に
あ
る
横
断
歩
道
の
見
落
と
し

対
策
、
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
ス
ピ
ー
ド

超
過
対
策
、
歩
道
へ
の
安
全
対
策
は

あ
る
か
。

鈴
木
建
設
経
済
部
長

　
横
断
歩
道
の
見
落
と
し
防
止
対
策

と
し
て
は
、「
横
断
者
注
意
」「
通
学

路
あ
り
」
な
ど
の
注
意
喚
起
文
字
に

よ
る
路
面
標
示
や
、
路
面
を
赤
色
に

着
色
す
る
カ
ラ
ー
舗
装
を
実
施
す
る

予
定
で
あ
る
。
ス
ピ
ー
ド
抑
制
対
策

と
し
て
は
、
減
速
効
果
の
あ
る
路
面

標
示
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。 

歩
道
へ
の
安
全
対
策
と
し
て
は
、
横

断
歩
道
の
前
後
や
交
差
点
付
近
に
、

ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
の
視
認
性
に
優
れ

た
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
を
設
置
す
る
予
定

で
あ
る
。　

道
路
の
開
通
に
向
け
て
、
児
童

の
交
通
安
全
意
識
改
善
、
近
隣
住
民

や
警
察
の
協
力
な
ど
ソ
フ
ト
面
の
対

策
が
必
要
と
考
え
る
。
現
時
点
で
町

と
し
て
予
定
し
て
い
る
対
策
は
あ
る

か
。

滝
本
総
務
部
長

　
児
童
の
交
通
安
全
意
識
改
善
に
つ

い
て
は
、
町
交
通
安
全
指
導
員
、
町

交
通
安
全
推
進
員
、
警
察
、
学
校
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
及
び
地
域
の
協
力
に
よ
り
、

交
差
点
で
の
交
通
立
哨
や
交
通
安
全

指
導
に
よ
り
交
通
安
全
意
識
の
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、
学
校

か
ら
は
特
に
、
下
校
時
の
低
学
年
の

道
路
横
断
が
不
安
で
あ
る
と
い
う
声

も
聞
い
て
い
る
た
め
、
学
校
側
の
協

力
も
仰
ぎ
な
が
ら
、
下
校
時
の
交
通

立
哨
な
ど
、
道
路
の
開
通
に
あ
わ
せ

考
え
て
い
く
。
特
に
新
し
い
交
差
点

の
交
通
指
導
に
関
し
て
は
、
児
童
が

道
路
を
横
断
す
る
と
き
、
飛
び
出
し

を
せ
ず
、
必
ず
止
ま
り
、
必
ず
安
全

を
確
認
し
て
横
断
す
る
習
慣
を
身
に

つ
け
さ
せ
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守

る
意
識
を
高
め
る
よ
う
な
指
導
を
し

て
い
く
。
ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に

は
、
思
い
や
り
運
転
が
推
進
さ
れ
る

よ
う
、
ス
ピ
ー
ド
を
抑
え
て
、
横
断

歩
道
の
横
断
者
を
優
先
す
る
よ
う
に

呼
び
か
け
て
い
く
。

Q

A

豊
丘
豊
浜
線
の
開
通
に
向
け
た
対
策
を
予
定
し
て
い
る
か

児
童
や
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
安
全
意
識
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く

山
やま

本
もと

　優
ゆう

作
さく

 議員

一般質問
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太
陽
光
発
電
事
業
に
対
し
て
の

今
後
に
つ
い
て

驚
異
的
な
速
さ
で
工
事
は
進
ん

だ
が
、
町
道
、
農
業
排
水
路
の
損
傷
、

伐
採
木
の
農
地
へ
の
埋
め
立
て
、
計

画
地
以
外
の
無
断
伐
採
等
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
指
導
や
対
応
を
行
っ
た

か
。　

鈴
木
建
設
経
済
部
長

　
町
道
等
の
損
傷
は
７
件
あ
り
、
瀬

木
田
地
区
で
は
損
傷
が
大
き
く
、
安

全
を
確
保
す
る
た
め
通
行
止
め
と
し

た
。
ま
た
、
無
断
伐
採
や
伐
採
木
の

農
地
の
埋
め
立
て
等
に
つ
い
て
は
現

地
確
認
を
行
っ
た
う
え
で
、
作
業
の

中
断
や
原
状
回
復
な
ど
の
指
導
を

行
っ
て
い
る
。

２
回
の
住
民
説
明
会
で
も
多
く

の
質
問
が
出
た
治
水
計
画
に
関
し
、

災
害
対
策
を
含
め
町
は
ど
の
よ
う
な

指
導
を
し
て
い
く
の
か
。

鈴
木
建
設
経
済
部
長

　
大
規
模
開
発
が
行
わ
れ
た
４
地
区

に
対
し
、
事
業
者
が
提
示
し
た
排
水

計
画
を
確
認
し
、調
整
池
、沈
砂
池
、

排
水
路
等
が
適
切
に
配
置
さ
れ
る
よ

う
、
県
の
協
力
を
得
な
が
ら
対
応
し

て
い
く
。

緑
化
に
つ
い
て
景
観
と
災
害
の

両
面
で
の
早
急
な
対
応
を
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

鈴
木
建
設
経
済
部
長

　
南
知
多
町
森
林
整
備
計
画
に
基
づ

き
適
正
な
植
林
を
事
業
者
に
指
導
す

る
。
植
林
樹
木
の
種
類
、
植
生
に
つ

い
て
も
地
権
者
の
意
向
、
専
門
家
の

意
見
を
聞
き
土
砂
流
出
抑
制
、
景
観

形
成
の
た
め
緑
化
対
策
を
指
導
し
て

い
く
。不

適
切
な
開
発
に
対
し
全
国
各

地
で
住
民
運
動
も
起
き
て
い
る
。
本

町
の
水
際
対
策
と
し
て
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
改
訂
は
ど
れ
ほ
ど
の
効
果
が
あ

る
と
考
え
る
か
。

大
岩
厚
生
部
長

　
現
状
考
え
ら
れ
る
改
正
は
し
て
お

り
、
事
業
者
に
対
す
る
効
果
は
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

今
後
の
太
陽
光
発
電
事
業
の
廃

業
・
撤
退
に
伴
い
、
事
業
主
の
廃
棄

責
任
も
踏
ま
え
、
対
策
は
今
か
ら
で

も
必
要
と
思
う
が
、
準
備
は
で
き
て

い
る
か
。

大
岩
厚
生
部
長

　
町
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
「
自
己
責

任
に
お
い
て
撤
去
等
適
正
に
処
理
す

る
こ
と
」
と
規
定
し
て
い
る
。
国
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
規
定
も
含
め
今
後
適

正
に
指
導
し
て
い
く
。

Ｆ
Ｉ
Ｔ
法
（
固
定
価
格
買
取
制

度
）
が
役
目
を
終
え
今
後
電
力
の
売

電
価
格
は
下
が
る
と
思
わ
れ
る
が
、

「
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」
と
い

う
農
地
の
上
に
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る

方
法
で
従
来
の
価
格
で
売
電
す
る
方

法
も
あ
る
。
町
内
で
の
実
績
は
あ
る

の
か
。
ま
た
営
農
指
導
は
し
て
い
る

か
。

鈴
木
建
設
経
済
部
長

　
山
海
字
大
坪
地
区
で
令
和
２
年
１０

月
よ
り
事
業
者
３
者
に
よ
る
事
業
が

あ
り
、「
サ
カ
キ
」
を
栽
培
し
て
い

る
。
収
穫
、
販
売
す
る
ま
で
期
間
を

要
す
る
た
め
営
農
指
導
事
案
は
ま
だ

な
い
。今

回
の
開
発
工
事
で
は
、
被
害

を
受
け
て
い
る
地
権
者
も
多
く
い

る
。
そ
の
地
権
者
を
誰
が
ど
の
よ
う

に
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
か
が
問
わ
れ
て

い
る
。
恵
那
市
の
条
例
で
は
、
市
が

助
言
で
き
る
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
の
中
、
町
民
を
守
る
体
制
は
で

き
な
い
か
。

大
岩
厚
生
部
長

　
恵
那
市
の
条
例
第
１７
条
の
２
に
助

言
で
き
る
と
あ
る
。
こ
れ
を
被
害
交

渉
に
例
え
る
と
、
交
渉
が
円
滑
に
で

き
る
よ
う
助
言
す
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。
今
回
の
件
で

は
町
は
間
に
入
り
調
整
等
行
っ
て
お

り
、
話
し
合
い
が
で
き
る
環
境
は

整
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

Q

A

町
民
を
守
る
体
制
は
で
き
な
い
か

今
回
の
件
で
町
は
間
に
入
り
調
整
等
行
っ
て
い
る

服
はっ

部
とり

　光
みつ

男
お

 議員

▲�積み上げられた
伐採木

一般質問
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Zoomでの行政調査を行いました
文教厚生
委員会

2月８日　北海道札幌市教育委員会

学校規模適正化について

　札幌市において、少子化に伴う小規模校増加に対応するた
め、学校規模適正化の取組として、最初に都心部人口の空洞化
により児童数が減少した都心部4小学校の統合校小学校のほか、
ミニ児童会館、保育所、子育て支援総合センターの併設を行っ
ている等、様々な統合の経緯や今後について学びました。

　令和3年7月、町議会
はタブレット端末を自
費で購入し、令和4年3
月定例会より完全ペー
パーレス化するため、
猛勉強中です。

2月９日　福島県会津若松市

スマートシティ会津若松について

内海・豊浜中学校、
太陽光発電設置計画地を視察

　生産年齢人口の減少に危惧した会津若松市では、平成25年にス
マートシティを施政に掲げ、様々な分野でＩＣＴを活用した取組
を推進し、若者にとって魅力的な働く場を作り、快適に住み続け
られるまちになるよういち早く取り組み、着実に前に進んでいる
状況について説明を受けました。

　内海中学校では学校のＩＣＴ化の状況等を担当者より説明を受けました。また令
和10年に移設される豊浜中学校を見学しました。
　内海地区太陽光発電設備の工事現場も訪れ、現状と問題の把握に努めました。

議員勉強会
報告 タブレット操作に奮闘中！

１月１３日

タブレットを活用した体育の授業（内海中学校） 豊浜中学校 太陽光発電設置計画の現場

文教厚生委員会・
総務建設委員会
合同行政調査

総務建設
委員会

地域公共交通
特別委員会

（令和3年12月15日～令和4月1日16日）

チョイソコみなみちた
実証実験に
委員が参加しました。

町長へ要望書を提出1月19日

▶南知多町太陽光発電設備の設置等に関するガイドライン改定（案）に関する要望書
　　ガイドライン改定（案）に対して、見直しの要望を提出しました。
▶南知多町太陽光発電施設の設置に関する条例整備を求める要望書
　地域の景観維持、環境保全及び防災の観点から条例制定など必要な措置を行い、自然や住環境、
地域と調和した形で推進するよう早急に対策を求める要望を提出しました。

議会活動報告

納税状況の公表について
　本議会においては議会改革として議員の納税状況を公表することとしています。
なお本町においては、政務活動費は支給されていません。

※1月19日 太陽光発電設置計画は
　中止になりました。
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により児童数が減少した都心部4小学校の統合校小学校のほか、
ミニ児童会館、保育所、子育て支援総合センターの併設を行っ
ている等、様々な統合の経緯や今後について学びました。

　令和3年7月、町議会
はタブレット端末を自
費で購入し、令和4年3
月定例会より完全ペー
パーレス化するため、
猛勉強中です。

2月９日　福島県会津若松市

スマートシティ会津若松について

内海・豊浜中学校、
太陽光発電設置計画地を視察

　生産年齢人口の減少に危惧した会津若松市では、平成25年にス
マートシティを施政に掲げ、様々な分野でＩＣＴを活用した取組
を推進し、若者にとって魅力的な働く場を作り、快適に住み続け
られるまちになるよういち早く取り組み、着実に前に進んでいる
状況について説明を受けました。

　内海中学校では学校のＩＣＴ化の状況等を担当者より説明を受けました。また令
和10年に移設される豊浜中学校を見学しました。
　内海地区太陽光発電設備の工事現場も訪れ、現状と問題の把握に努めました。

議員勉強会
報告 タブレット操作に奮闘中！

１月１３日

タブレットを活用した体育の授業（内海中学校） 豊浜中学校 太陽光発電設置計画の現場

文教厚生委員会・
総務建設委員会
合同行政調査

総務建設
委員会

地域公共交通
特別委員会

（令和3年12月15日～令和4月1日16日）

チョイソコみなみちた
実証実験に
委員が参加しました。

町長へ要望書を提出1月19日

▶南知多町太陽光発電設備の設置等に関するガイドライン改定（案）に関する要望書
　　ガイドライン改定（案）に対して、見直しの要望を提出しました。
▶南知多町太陽光発電施設の設置に関する条例整備を求める要望書
　地域の景観維持、環境保全及び防災の観点から条例制定など必要な措置を行い、自然や住環境、
地域と調和した形で推進するよう早急に対策を求める要望を提出しました。

議会活動報告

納税状況の公表について
　本議会においては議会改革として議員の納税状況を公表することとしています。
なお本町においては、政務活動費は支給されていません。

※1月19日 太陽光発電設置計画は
　中止になりました。
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町 県 民 税 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

固 定 資 産 税 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － －

国民健康保険税 － ○ ○ ○ ○ － ○ ○ － － － －

※ 表示は「○：納税済」、「×：未納」、「－：納税義務なし」です。（令和４年４月１日現在）
※ 各議員から提出された、令和３年度分の納税証明書に基づき、納税状況を掲載しています。



一般質問、その後どうなった？一般質問、その後どうなった？

豊浜小学校の横を通る都市計画道路は、地震・津波からの避難経路としても
重要である。整備の進捗状況はどうか。

　3月定例会では開通に向けての
質疑・答弁がされました。（P14）

県では今年度、用地測量、平成２８年度に建物等の物件調査等を行う予定で
ある。町としても最重要項目として県に要望しており、事業実施に向けて着
実に進めていただいている。

　愛知県が実施する都市計画道路豊丘豊浜線
における未開通部分300ｍの街路整備工事に
ついて令和４年６月頃の開通予定となりまし
た。

平成２７年１１月定例会において、都市計画道路豊丘豊浜線に関して
次のような質疑・答弁がされました。

その後、
都市計画道路はどうなったでしょうか。
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3月定例会の会議録は、5月下旬ごろ町公式ホームページに掲載する
予定です。

※都合により変更となる場合があります。
※議会の日程は、町ホームページでもご覧いただけます。
■本議会の一般質問は、ケーブルテレビ（ＣＣＮＣ）で放送されます。
ケーブルテレビの放送予定日
6月20日（月） 午後10時～　地上デジタル121ch
6月26日（日） 午前10時～　地上デジタル121ch

6月14日(火)９時30分～

6月15日(水)９時30分～

6月24日(金)９時30分～

初　日

二日目

最終日

議案上程、質疑、委員会付託　等

一般質問

委員長報告、質疑、討論、採決　等

ホームページQRコード

マチイロQRコード
広報誌アプリ

※議会だよりみなみちたが
　掲載されています。

179
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6月定例会の日程（予定）


